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北部タイ Phayao地域におけるHIV感染患者に合併する

クリプトコックス髄膜炎に関する環境調査

黒木 美鈴+�� Cheseda PHICHAICHUMPON
,�� 安 岡 彰-�� Piphat CHIRANAIRADUL

.��
帖 佐 徹-�� 宮崎 泰可+�� 中村 茂樹+�� 柳原 克紀+�� 宮崎 義継+��

朝野 和典+�� 石 田 裕/�� 河 野 茂+�

+�長崎大学医学部第二内科�,�チェンムワン病院�-�国立国際医療センタ��
.�パヤオ県病院�/�国際協力事業団

目的 : クリプトコックス症はHIV �Human Immunodeficiency Virus� 感染患者の日和見感染症の
一つとして重要な真菌症である�タイはHIVの感染率の高い地域として知られているが�合併日和
見感染症としてクリプトコックス症が高率であると報告されている� しかし� その理由はこれまで
明らかにされていない� 今回我�はタイ北部地方の居住環境から Cryptococcus neoformansの検出を
試みた�
方法 : タイ国 Phayao province の三つの村 +/*軒より鶏の糞を採取し� C. neoformansの分離を
行った�
結果および考察 : 鶏の糞から高率に C. neoformans を分離することができた� 今回の結果から�
これらがクリプトコックス髄膜炎の感染源である可能性が示唆され� 発症予防に有益な疫学情報と
なるものと考えられた�
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緒 言

タイは世界でもHIV感染患者数の多い地域として知られ
ている� +333年末には累積HIV感染および AIDS患者は
1/万人と言われている� タイにおけるHIV感染者のクリプト
コックス症 �主に髄膜炎� の発症率は +2./�と高率であ
る+�� しかし� その理由はこれまで明らかにされていなかっ
た�
そこで� 今回我�はその感染源を解明すべく� 現地の居
住環境から Cryptococcus neoformans の検出を試みた� C.

neoformansはユ�カリの木や� 鳥類の糞など自然界に広く
生息しているが� 今回の調査では� 現地でほとんどの民家
で家畜として飼育されている鶏の糞を感染源と予想して
C. neoformansの分離同定を試みた� 北部タイの民家は� 高
床式住居であり� その床下に家畜として鶏を飼育してい
る� それらは放し飼いになっているため� 大量の糞がいた
るところに堆積しているのである� 堆積して乾燥した糞は
C. neoformans の絶好の生息場所と思われた�

このような感染経路の解明はHIV感染者に発症する�
クリプトコックス髄膜炎に対する適切な予防を可能とする
ものと期待される�

対象および方法

+� 検体の採取
タイ国 JICAの協力を得て� 事務所所在地である�

Phayao province の Chiang Muan district -*村 3*軒�
Chiang Kham district +*村 -*軒� Pon district +*村 -*軒よ
り鶏の糞を採取した �図 +��
,� 培地
市販のバ�ドシ�ド寒天平板培地 �BBL�� トリパンブ
ル�寒天平板培地� サブロ�デキストロ�ス寒天培地
�BBL�
-� C. neoformans の分離法
鶏の糞 -�0gを滅菌生理食塩水 ,* mlに入れ� 途中数回

vortex mixerにて攪拌しながら� +時間以上浸した� 次に�
一辺が ,3, mm�+*�の滅菌ナイロンメッシュ �栄研� にて
糞塊などを取り除いた濾液を� -*** rpmで +*分間遠心し�
沈渣をバ�ドシ�ド寒天培地に接種した� -*	で ,�2日
間培養した後� 褐色のコロニ�を釣菌し� さらにトリパン
ブル�寒天培地で確認を行うと同時にサブロ�デキスト
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ロ�ス寒天培地で純培養を行った�
.� C. neoformans の同定法
酵母様真菌の同定試薬オクサカラ� �Sanofi Diagnostics

Pasteur� を用いて同定を行った�
/� 血清型
血清型の決定は C. neoformans 同定用因子抗体セットク
リプトチェック �ヤトロン社� を用いて行った�

結 果

+� 鶏糞採取状況
鶏は住居の床下やその周囲を自由に動き回り� それらの
糞は散在� あるいは堆積しており� ほとんどは除去される
ことなく放置されていたためよく乾燥していた�
鶏の糞の採取場所は高床式住居の床下� またはその周囲
で行い�よく乾燥した糞を採取した�これらの糞は堆積糞�
または土壌上のものであった �図 ,��
,� 分離状況

Chiang Muan district 3*軒 ��検体数� のうち +2軒
�,*��� Pon district -*軒のうち .軒 �+-.-��� Chiang

Kham district -*軒のうち +.軒 �.0.0�� より C. neo-

formans が分離同定された �表 +��
これらの C. neoformans の血清型は全て A型であった�

考 察

Cryptococcus neoformans は� 肺クリプトコックス症とク

図 + タイ王国地図と検体収集地域

図 , 高床式住居と床下の鶏舎

表 + 地域別 Cryptococcus neoformans検出率と血清型

district houses villages serotype

Chiang Muan

Pong

Chiang Kham

+2�+3�,*��
.�-*�+-.-��

+.�-*�.0.0��

+.�-*�.0.0��
-�+*�-*.*��
1�+*�1*.*��

all type A

all type A

all type A
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リプトコックス髄膜脳炎および播種性クリプトコックス症
を引き起こす病原真菌である� C. neoformans は土壌など
自然界に広く生息しており� 鳩をはじめとする鳥類の糞�
なかでも乾燥糞で増殖すると言われている,�.��その理由と
して�他の微生物が生存できない乾燥した基質でも C. neo-

formans は適応し� 他の微生物が淘汰される中で定着なら
びに増殖し� 長期間生存しているという報告がある.��
我が国の真菌症の�度に関して� 明確な臨床疫学的調査
はなされていないが� 剖検例にみる疫学調査では� 一般に
クリプトコックス症の発生率は� カンジダ症やアスペルギ
ルス症に比べてはるかに低い/��
一方� AIDS患者に起こるクリプトコックス症はほとん
どがクリプトコックス髄膜炎であり� 死亡原因として問題
になっている�
米国や� 日本では� AIDS患者に合併するクリプトコッ
クス髄膜炎の発症率は約 -.*�..*�と報告されている� 一
方� タイにおけるクリプトコックス症 �主に髄膜炎� の発
症率は +2./�と� 特にその割合が高い+��
今回我�はなぜこの地域において� HIV感染患者にクリ
プトコックス髄膜炎が高�度にみられるのかについて検討
を行った� この背景にはこれまで感染源と考えられていた
鳩の糞以外の感染源が住民の居住に密接に関連しているの
ではないかと考え� ほとんどすべての地方の民家の高床式
住居で飼育されている鶏の糞に着目して� C. neoformans

の分離を試みた�
分離の結果� +/*検体中 -0検体で C. neoformans が分離
され� ,.�の分離率であった�
これまで鶏の糞から C. neoformans がこのような高�度
で分離されたという報告はない� 鳩の糞と比較し� 鶏の糞
から C. neoformans が分離されにくい理由として� Walter

らは鶏糞の pHがよりアルカリ性で C. neoformans が発育
しにくいこと� C. neoformans の成長を抑制するような耐
熱性かつ低分子量の物質が含まれていることをあげてい
る0��
今回� C. neoformans が分離された北部タイでは AIDS

患者にクリプトコックス髄膜炎が高率に合併することが知
られている� またKwon-Chungらの報告によるとタイに
おいて AIDS� AIDS以外の患者検体から分離される C.

neoformansは serotype A� serotype Bがそれぞれ /*�の分
離率であったが� AIDS患者からの分離株はすべて
serotype Aであった1�� 本調査でも環境から分離された株
の血清型はすべて A型であった� この事実は� この地域で
は� 鶏糞中に生息するクリプトコックスが自然界の中でも

ひとつの感染源であることを強く示唆するものと思われ
る� しかしその証明には今後この地域での AIDS患者から
の分離株と環境分離株を生物学的に検討する必要がある�
すなわち Yamamotoらの AP-PCR法を用いた random

amplified polymorphic DNA (RAPD) profile 等でのさらな
る解析が必要である2��
これらの疫学的解析結果は今後タイにおけるクリプト

コックス髄膜炎発症の予防につながるものと期待される�
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Objective : Cryptococcal meningitis is one of the serious and common opportunistic

infections in AIDS patients, especially in Thailand. To determine the origin of infection and

the route of transmission in the patients with cryptococcal meningitis, we isolated

Cryptococcus neoformans from chicken excreta in Phayao, one of the rural provinces of

northern Thailand.

Methods : C. neoformans was isolated from -0 of +/* samples �,.�� of chicken excreta

and serotype was nothing but serotype A.

Result and conclusion : From these results, it was suggested that C. neoformans in chicken

excreta might cause cryptococcosis in AIDS patients living in northern Thailand. Etiological

studies for the relationship between clinical isolates and environmental isolates are important

to prevent the incidence of cryptococcosis in AIDS patients.

Key words : HIX infection, Cryptococcal meningitis, northern Thailand, chicken excreta,

Cryptococcus neoformans
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